
＜様式１０－１＞

児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書 白川児童館

活動名 実施回数 内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

ボールクラブ 50 87 906 130 134 19 1276
様々なボール遊びを子どもたちが提案し、
何をするか相談して実施。

低学年にもボールに親しめるように工夫し、高学年も低学年に配慮できるような取り組み方を実施し、
ボールで遊ぶ子どもが増えた。低学年や女子など積極的にボール遊びに参加しない子どもへの声掛けが課
題。

よみきかせ 24 595 1 192 20 808
地域のボランティアさんを迎え、本や紙芝
居の読み聞かせ。

毎月２回開催。紙芝居や絵本のよみきかせ、朗読などバラエティに富んだ内容。地域のボランティアさん
と途切れることなく協力・交流が続いている。

卓球クラブ 44 23 416 89 104 12 644
卓球を楽しむ。随時登録を受け付けてい
る。

卓球クラブの日を楽しみにしている子どものがおり、高学年が低学年を教える姿も伺えた。よく参加する
自由来館の子どもがおり楽しみにしてくれている。

避難訓練 12 12 353 10 121 1 4 501
地震や火事などを想定して訓練を行う。8月
には消防士より消火器の使い方や花火の正
しい遊び方等を教わる。

毎月おこなうことにより子どもたちの中で定着してきている。改めて避難訓練の大切さを知ることができ
ている。

トランポリン 24 7 350 5 47 409
大型トランポリンを出し、体を使っての遊
びや空中浮遊感を楽しむ。

順序良く並び、跳ぶ回数を数えあったり、子どもたちが列の長さに応じて決めるなどしている。だんだん
と高く上手に跳べるようになってきている。

きりえクラブ 24 97 8 86 191
前期・後期の半年登録のクラブ。きりえを
することにより集中力を高める。

継続して登録している子どもは上達していて、楽しんで、より高度な作品作りに挑戦している。新規入会
者へコツを教えるなどしている姿が見られる。

よっといで！しらかわマーケット 11 2 46 354 17 114 1 534
１００円分の金券で好きなおやつを買っ
て、みんなでなかよくいっしょに食べる。

自由来館児童への参加呼びかけ・周知を促していきたい。子どもたちも積極的に立候補してお菓子の受け
渡しなど店番に取り組んでくれている。アレルギーのある子も保護者の協力や表示等の工夫により参加し
楽しめている。

将棋クラブ 21 12 180 16 26 1 28 263
地域のボランティアさんを迎えて指導をし
てもらっている。

地域のボランティアさんに本将棋、どうぶつ将棋、ひょこまわり、将棋くずし等、子どもたちの力量に合
わせた指導をしていただく。今年度は育成室の半面で展開する。参加者が少ないのが課題だがトーナメン
トなどを実施して参加者を増やす工夫をしている。

エコの日 12 16 392 30 97 6 541 裏紙、折り紙、塗り絵等の利用を控える。 毎月16日前後におこなうことにより子どもたちの中で定着してきている。

にこにこクラブ 11 9 66 3 48 126
前期、後期の半年登録制のクラブ。お出か
けやクッキング・工作等を実施。

子どもたちが積極的にやりたいことを決め、楽しく活動できた。じどうかんまつりのスタッフとしても頑
張っていた。

なかよし卓球大会 1 1 2 2 1 6 他館所の子どもたちと卓球を通して交流を深める
トーナメント試合では負けてしまったが、交流試合では楽しく対戦出来た。他館の子どもたちと交流を深
めた。

アイロンビーズ 8 7 52 2 10 2 2 75 工作週間①アイロンビーズで作品を作る。 子どもたちから作りたいキャラクターなどにリクエストがあり、制作を楽しんでいた。

水遊び 1 7 14 1 6 28 花友しらかわの中庭で水遊びを楽しむ 館外活動が中止となり代替として実施。暑い中水遊びを楽しんでいた。

反射板を作ろう 1 34 1 13 6 54 反射材を編み込んだミサンガを作成する。
川端警察より指導員が来られ安全の話とミサンガづくりの指導をしていただく。子どもたちは手や足につ
けて嬉しそうにしていた。

スライム工作 1 2 35 2 16 55 工作週間②スライムを作り感触を楽しむ。 色を選んだりして楽しんで作っていた。感触を楽しんで遊ぶ姿もみられた。

将棋交流会 1 5 5 2 2 14
錦林児童館の子どもたちと将棋を通しての
交流を図る。

錦林児童館より6人が来館。白川から5人が参加し、人数は少ないが将棋を通して交流ができた。

水鉄砲大会 1 4 13 1 7 1 26
水鉄砲で的をねらってチーム戦で戦い楽し
い時間をすごす。

夏の午後に水鉄砲であそぶ。平日のみの利用の学童が自由来館となり、集合時間や声掛けを工夫する。着
替えを忘れる子へのフォローが必要。

ライアー演奏会 1 3 30 9 8 50
ボランティアさんに来ていただきライアー
の演奏をしていただく。

８名の演奏ボランティアさんに来ていただきライアーの演奏をしていただく。後半にはいろいろな楽器に
も子どもたちがさわり演奏させていただいた。

プラバン工作 7 8 35 1 9 53 工作週間③プラバン工作を楽しむ。 好きなキャラクターをリクエストして作成。できた作品をカバンの付けたりしていた。

おたのしみ遠足 1 1 5 17 3 7 1 34
宝ヶ池子どもの楽園に行き様々な大型遊具
で遊ぶ。

夏に計画していた館外活動を季節の良い秋に実施。紅葉の中大型遊具で遊んだり班活動でウオークラリー
を実施した。

おたのしみ会 1 1 38 1 10 4 54
３年生によるハンドベルの演奏、集団遊び
などで他の学年の子どもたちと楽しくすご
す。館では少し豪華なおやつを食べる。

３年生によるハンドベルや様々な企画で楽しい時間をすごす。企画作りや司会進行など、練習の時間が少
ないながらもみんな一生懸命頑張ってくれた。

おおそうじ 1 2 9 3 4 3 21
学年ごとに掃除場所を分担して掃除をす
る。自由来館の子どもも大掃除に参加。ご
褒美に館で収穫した薩摩芋を調理して食べ

１年間の感謝を込めて掃除をする。ご褒美おやつがあったのでみんないつも以上に掃除をがんばってくれ
るが、一部の子どもが遊んでいたのが残念。

チャレンジワールド 6 2 24 12 38
「ペットボトル積み」を実施。成績上位者
を発表した。

様々なあそびを体験し、挑戦する姿が見られた。どうすれば積めるかなど工夫し伝え合う姿も見られた。

将棋交流大会 1 1 1 1 3 北野天満宮で実施。白川から２人が参加。 本格的な将棋の対戦を経験できた。一人は決勝に進めた。

交流ドッジボール大会 1 26 7 6 39

左京・東山の児童館・学童保育所が集まり
ドッジボールを通しての交流を図る。大会
前には宮ノ前公園で大きなコートで外野付
きで練習をした。

他館所の子どもたちとドッジボールを通して交流を図れた。

＊注　基本活動は，指針に基づき(２)遊びの教室活動(３)行事活動(４)クラブ活動(５)地域間交流促進活動(６)障害のある児童の居場所づくりと活動への参加促進(７)思春期児童の活動支援に分類して記入すること。
　　　推進活動は，指針に基づき(９)地域を知る活動(１０)移動児童館活動に分類して記入すること。
　　　指定活動は，指定児童館のみ別途報告すること。

0 0 0

4 0

684

0

68

58430

00 0

0

0

58430

　
　
　
　
子
　
　
ど
　
　
も
　
　
育
　
　
成
　
　
機
　
　
能

基
　
　
　
　
本
　
　
　
　
活
　
　
　
　
動

子ども育成機能　合　計

合　　　　計 266

推

進

活

動

266

合　　　　計 0

ボランティア
参　　　　加　　　　人　　　　数

乳幼児 中高生 大人 合計
小４～６年小１～３年

50

1079

令和7 (2025) 年度

260

3 260 4043

3 4043

336

1079336

50

0 0 0



＜様式１０－２＞

令和７(2025）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　　白川　）児　童　館

活動名 実施回数
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

ぴょんぴょんクラブ 41 70 63 133

しろくまちゃん 30 110 90 8 208

あそびのひろば 41 91 11 83 3 188

こぐまちゃん 27 90 84 174

8 児童館にて直接受理 36 健全育成問題 13 児童相談所
14 児童相談所 家庭養育問題 1 保健所
1 保健所 成長･発達問題 20 子ども支援センター

(3)子育て家庭相談・援助 6 子ども支援センター 教育問題 2 幼稚園･保育園
   活動 1 主任児童委員 非行･問題行動 小学校

4 その他 その他 中学校
1 総合支援学校

高校生 1 その他

(4)子育てグループを育成
   ・支援する活動

(5)子育てと健全育成に関
   する啓発活動

※注　基本活動は，指針に基づき(1)乳幼児とその保護者を対象とする活動[①乳幼児クラブ活動　②乳幼児の広場活動]（２）家族参加を促す活動に分類して記入すること。
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0
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成　果　と　課　題
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乳児
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36
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成果と課題グループ名 構成人数 活　動　内　容 育成・支援内容
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合　　　　計

実施回数

2階遊戯室にて、とび箱やバランスお山で楽しく体を動かし活
動量が多くなる2歳ぐらいの親子をターゲットにしてきていた
だく。

年間登録制のクラブ。毎月1・2・3金曜日に実施。対象は1歳
半以上の未就学児童とその保護者。体操、手あそびや季節行
事、製作、感触あそびなどの設定あそびや、宮ノ前公園や動
物園等へのミニ遠足を実施。お母さんたち自身にお名前呼び
や手あそび、本の読み聞かせ等をしていただく機会も設けて
いる。

乳幼児とその保護者が自由に参加できるひろば。毎週火曜日
に実施。出席カードを用意し、シールを貼って記録に残して
いる。自由あそび（大型遊具はトランポリンとすべり台であ
そべる）を楽しんでもらい。毎回最後に職員が、手あそび、
絵本や紙芝居の読み聞かせを行う。また、第3火曜日は「お楽
しみデイ」として、設定あそびを設ける。

年間登録制のクラブ。毎月第１・２・４木曜日に実施。対象
は1歳６ヶ月未満の未就学児童とその保護者。ふれあい遊びや
工作、子育て講座などの設定あそびをおこなう。保護者同士
をつなぐ場としてお母さん同士が話しやすくなるような雰囲
気作りやお話の時間の設定をおこなう。

内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題

季節を通したあそびや、音楽、感触あそびなど幅広く設定あそび
をおこない、参加者には満足してもらえた。お出かけなどの活動
も楽しめ、活動の中で一人一人の成長がよく見られた。年度末の
保護者アンケートでも好印象の記述が多かったが、さらなる工夫
が必要である。今後も利用者のニーズに添って、幅広く実施して
いきたい。

乳幼児クラブの親子さんがトランポリンあそびや滑り台などで
ゆっくりと遊んで過ごされる姿が多くあった。交流を求めて参加
される保護者のかたもおられた。広報を見て来られることもあっ
たので、来年度も気軽に参加してもらえるように広報や雰囲気作
りをしていく。

年度途中で保護者の就労にともない保育園に入園する等メンバー
の入れ替わりはあったが、登録者が次第に増えていった。月齢の
差により、同じ取り組みであってもそれぞれに合った工夫が必要
となる。年度末の保護者アンケートでも好印象の記述が多かった
が、さらなる工夫が必要である。今後も利用者のニーズに添っ
て、幅広く実施していきたい。

雨天の日に限らす毎週水曜日に体を使ってあそぶことのできる場
所として定着してきている。あそびのひろばと同じく0歳児の親子
も気軽に足を運んでいただけるようになってきている。



＜様式１０－３＞

令和７(2025）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　白川　）児　童　館

自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ

ほっぺくらぶ 5 27 25 52

予定通り開催。サロンの
運営協力により、地域の
乳幼児親子についての情
報交換ができる場として
連携をしていきたい。

子育てサロン 8 21 19 40

予定通りサロンと観劇１
回も開催。サロンの運営
協力により、地域の乳幼
児親子についての情報交
換ができる場として連携
をしていきたい。

子育てサロン
・ほっぺクラブ

合同行事
2 9 9 18

歯科衛生士の先生をお招
きしての講演会を浄楽学
区と錦林東山学区の両社
会福祉協議会と民生児童
委員協議会とで共催

左京南部スマイル広場 1 3 3 6

４児童館合同で企画・運
営。北白川児童館で実
施。他館の先生や民生児
童委員さんとも運営を通
して情報交換などを行
う。

じどうかんまつり 1 15 26 17 16 7 2 42 125

地域の民生児童委員さん
や保護者にもご協力いた
だき開催。おやつコー
ナーとあそびのコーナー
とを開催。今年度も外庭
にて学童クラブのダンス
とけん玉の発表も披露す
ることができ、地域や保
護者の方とのふれあいの
機会を設けることができ
た。

中高生 大学生 大　人 合　計

(1)地域住民との交
　流を促進する活
動

合　　　　計

(3)地域との連携を
　促進する活動

活　　動　　名 実施回数
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連　　携　　団　　体　　等 連　　　　　携　　　　　内　　　　　容

小４～６年
乳幼児

基
　
　
　
　
　
　
本
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

000

17

(2)ボランティア
　　活動の推進

17

主　　催

合　計

－

活　　動　　人　　数

成果と課題
合　計

16

連携団体
中高生

2

参　加　人　数

大人
小１～３年

98

浄楽学区民生児童
委員協議会・浄楽
学区社会福祉協議

会

錦林東山学区
民生児童委員協議
会・錦林東山学区
社会福祉協議会

浄楽学区と錦林
東山学区の上記

団体の共催

成　　　果　　　と　　　課　　　題

0

2417

浄楽学区
社会福祉協議会・

民生児童委員協議会
の共催

錦林東山学区
民生児童委員協議会・

社会福祉協議会
の主催

浄楽学区と錦林東山学区
の上記団体の共催

成　　　果　　　と　　　課　　　題活　　動　　内　　容

白川・北白川・錦林・吉
田の４児童館の共催

白川児童館

2675

民生児童員・学
区社会福祉行議

会

民生児童員・学区社会
福祉協議会・地域女性
会・学童クラブ保護者



＜様式１０－４＞

令和７(2025)年度

組織名称

会場提供・備品貸出等

児童館事業年間活動報告書

調査名 調査対象

白川児童館・第三錦林小学校・錦林保育所・
左京保健センター・左京子ども支援セン

ター・コドモのイエ幼稚園・ひまわり保育
園・永観堂幼稚園・吉田山保育園・錦林東山
民児協・錦林東山学区主任児童委員・浄楽民

児協・浄楽学区主任児童委員

　年度内に４回開催

情報交換
これから、地域のため、住民、
子どものためにどういう活動・
見守りをしていけばよいか。

成果と課題

地
　
　
　
域
　
　
　
福
　
　
　
祉
　
　
　
促
　
　
　
進
　
　
　
機
　
　
　
能

構成団体・個人 会議／取組頻度 議題／取組内容 成果と課題

成果と課題

調査目的

提供先（団体・機関等）使　用　目　的

調査主体 調査方法

基
　
本
　
活
　
動

推
　
進
　
活
　
動

会場の提供や備品の貸し出しだけではなく、児童館事
業への協力と連携が促進されるよう、交流を深めてい
きたい。

三錦子育てネットワーク会議

各団体の情報交換をおこなった
り、子どもを安全に見守ってい
くために必要不可欠.昨年度より
年４回の会議を実施。小学校の
先生や主任児童委員さん、保育
所と引き続きなど活発な意見交
流の場。

(5)地域への施設提供

(4)児童館を支える地域

会場提供・机・電子ピアノの貸出 子育てサロン開催のため
錦林東山学区・浄楽学区

民生児童委員協議会

無記名でその場で記入・回収。集
計は、後日随時手渡し。

保護者の思いやニーズを知ることができ、次年度の取り組みを考える
上での参考になった。

無記名でその場で記入・回収。集
計は、後日随時手渡し。

保護者の思いやニーズを知ることができ、次年度の取り組みを考える
上での参考になった。

無記名で記入・回収。集計は職員
間で確認。

保護者の思いやニーズを知ることができ、次年度の取り組みを考える
上での参考になった。

乳児クラブ登録者 白川児童館

幼児クラブアンケート
１年間の取り組みに対する意
見を集約し、次年度に向けて
の参考とするため

幼児クラブ登録者 白川児童館

学童には用紙を配布して記入して
もらって回収。保護者にはうえぶ
さくらメッセージで回答してもら
う。調査結果は玄関脇に掲示す
る。

保護者懇談会で話しあうテーマの一つとなった。

(6)地域調査活動

白川児童館

学童クラブアンケート
学童事業についての意

識調査
学童クラブ児童の保護者 白川児童館

あそびのひろば
ぴょんぴょんクラブ

アンケート

今後の取り組みの参考
のため

乳幼児さんの保護者 白川児童館

乳児クラブアンケート
１年間の取り組みに対する意
見を集約し、次年度に向けて

の参考とするため



＜様式１０－５＞

令和７年度 （２０２５）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　 　　 　　（　　　　　　　　）児　童　館(白川児童館）

行事ポスター
月１回
随時

児童、地域住民
児童館の入り口にポスターを掲示し
て周知する。

行事の案内・募集

館の前を通る児童や保護者、地域の方々に児童館の活動内
容を広く知ってもらうための宣伝ができた。児童館に足を
運んでもらえるきっかけとなるよう、目にとまりやすいよ
うな掲示の工夫などに努める。

左京南部スマイル広場　チラシ 年１回
幼児クラブ登録者、その他子育
て中の保護者、関係諸団体

館内に常設し自由に持ち帰ってもら
う。

左京南部スマイル広場の詳細
今年度、北白川児童館で開催、各児童館を利用されている
乳幼児親子の参加があり、楽しまれた。

小学校全校児童配布、児童館だより
掲載、乳幼児保護者に配布

児童館まつりの詳細 さらなる周知・定着をめざして、広報に力をいれたい。

成果と課題広報方法 広報内容

配布、郵送、館内に常設し自由に持
ち帰ってもらう。
浄楽学区地域回覧
真如町内回覧
錦林東山学区地域掲示板に掲示
ホームページに掲載

月々の行事及び活動、その他児童館の利用の仕
方などのお知らせ。

地域の掲示板に掲示していただくことで、幅広く児童館の
活動内容を知ってもらうことができ、問い合わせや児童館
に足を運んでもらえることもあった。地域の方に周知して
いただけるよう、紙面の工夫を凝らしたり乳幼児クラブ登
録者以外の乳幼児親子にも利用にしてもらえるような紙面
の充実に努めたい。

児童、乳幼児、地域住民、関係諸団体

広
　
　
　
　
　
　
報
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

広報物の種類 発行頻度 広報対象

児童館だより（すくすくじどう
かんだより）

月１回
児童、地域住民、関係諸団体、
幼児クラブ登録者。その他子育
て中の保護者・関係諸団体

児童館まつり　ポスター・チラシ 年１回
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